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研究主題も時代とともに－印象に遺る情景― 

後藤 昌司 

「光陰矢の如し」の古諺に倣うまでもなく，加

齢とともに時間の過ぎるのを速く感じる．日本行

動計量学会とのおつき合いも 40 年になる．この

間，多くの師友に恵まれたが，それについては既

に本学会 35 年記念誌（p18，2008）で触れた．

その間，研究主題は時代とともに，日常の業務と

実践に根ざす形式で多彩に広がった．ここでは，

印象に残る研究主題とその実践での想い出を記し

たい． 
大学院修士時代には北川敏男先生（故人）のも

とで数理計画法，それも動的計画法を中心に研究

した．主題は「Markov型逐次決定過程」である．

会社に入っても浅野長一郎先生（塩野義製薬㈱解

析センター長）のもとで，この研究を続けたが，

実務の性格が統計的であるのに，決定論的主題を

追究していくことはその動機とエネルギーの点で

難しかった．インドでの 第 1 回太平洋地域リウ

マチ学会での「リウマチ治療症例の統計的検討」

の発表が契機となり，統計科学の主題を追究する

ことにした．そこで，これまでの研究への未練を

断ち切るために，総合報告に要約し，この研究を

封印した．その後，実際の業務から，医薬，医療，

経営に関わるデータの統計解析，そこで派生する

統計的方法とコンピュータ・プログラムの開発，

さらに諸種の実践的主題を検討した． 
最初に「業務」で関係したのが判別と分類の方

法であった．とくに，橋本病と他の甲状腺疾患と

の鑑別の問題は，当初，その接近の仕方が全く浮

かばずに，思考錯誤を繰り返した．「判別解析法」

を実際に試行したが，現実のデータは型どおりに

は処しきれなかった．そのことが新たな方法論の

提案につながった．  
諸種の医学や経営のデータの解析も「便利屋」

として依頼され，実施した．とくに，販売予測や

販売情報システムの構築を要請された．これらの

データは時系列であることが多く，その対処法を

検討したが，背後にある論理の根拠を明らかにす

るために「時系列解析」について，広範な接近の

仕方と理論を学ばねばならなかった．そこで，恩

師の永井武昭先生にご指導いただき二三の作品を

まとめた．そして，循環器関係の代表疾患である

本態性高血圧症のデータを医学の諸先生方と相当

に深く，かつ広範囲に追跡し，二三の興味深い結

果を産出した．計数値として派生する事象系列に

ついても，脳波や心電図の解析を中心に挑戦した．

この主題は当時では斬新で，その講究に意欲を燃

やし，その成果も論文や訳書の上梓につながった． 
医学および医療の分野では独立な多数の個体

を推測して評価する代わりに，少数の個体を数時

点にわたって観測して，その経時的挙動を評価の

俎上にあがることが多い．定常性あるいは「質の

変化」に触れずに継時データのとり扱いとして，

計量値と計数値の場合で標準的な諸法の理論と新

たな接近法を開発した．最近では比較と分類を目

標に，ノンパラメトリック接近法や樹木構造接近

法の研究が芽吹いている． 
「応答変数と説明変数を区別することは応用

統計学の核心の一つである」が，その最も直截的

モデルの構造と推測が回帰解析である．とくに，

回帰係数の偏推定量，とくに縮小推定量の研究を

徹底し，その流れの一つである「リッヂ推定量」

が学位（博士）論文になった．その後，あらゆる
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統計的推測の基礎として回帰解析の研究が役に立

ち，ロジスティック・モデルの推測と拡張など大

きな研究の流れになった． 
統計的グラフィクスは，データ解析の必須のツ

ールである．この研究の発展として「定型的接近

法との連携」，「コンピュータ志向型接近法」，「探

索的データ解析の進化と動的グラフィクス」，「グ

ラフィクスの理論的背景」がある．これらの主題

の進展については脇本和昌先生（故人）や松原義

弘博士と精力的にとり組んだ．特記したいことは，

日本ではデータの可視化や視覚化といった主題の

研究は，1965年当時には「学問でない」といった

風潮があり，批判されたことがある．科学の方法

は「客観的」方法とは異なる側面をもっているこ

とに注意すると，統計的データ解析でグラフィク

スが重視されたことは当然といってもよい．現在

の統計科学における主題のキーワーズが「可視化」，

「非線形」，「正確法」，「ノンパラメトリクス」で

あることに思いを馳せると，グラフィクスの研究

に関わってきたことを誇りに思っている． 
医療では，当時から現在まで，一貫してがんを

中心とする難治疾患，人間が成長していく折に避

けられない成人病（生活習慣病），動物で生起しな

い精神疾患（統合失調症）の大きな三つの主題が

ある．とくに，胃癌をはじめとして，1970年頃か

ら中里博昭先生や中島聰總先生とご一緒に諸種の

研究に参画した．そこでは，医療事象についても

多くのことを学んだ．比例ハザード・モデルをは

じめとする多くの方法論を研究・開発し，そこで

の大きな統計的主題の肥沃な土壌に恵まれた．こ

れらの医学的知見は，「癌の生存時間研究会」をは

じめとする「がん」関連の学会や研究会で報告し，

論文化したが，統計的方法論についても多くの生

産的知見を提示することができた． 
線形モデルを想定する標準的な統計的方法は，

モデルの加法性，誤差の分散の均一性，観測値の

正規性，観測値の独立性を仮定して構築される．

実際のデータ解析の場で，これらの仮定のすべて

を満たすことは至難である．とくに，変換前の分

布に焦点をあてることから「ベキ正規分布」の提

案，さらには，上記の2個の仮定の充足に焦点を

あてることから「2 重ベキ変換の諸型」が生まれ

た．これらの研究は，多くの用途を生み，さらに，

他の方法論との連携から多彩な成果を産出した．

最近では，「データ適応型接近法」の代表的な方法

論としてさらに用途の枠を広げている． 
統計的データ解析はデータ，方法，解析者（統

計家），環境の要素からなる．それぞれの有機的か

つ相互的な働きで，データから生産的知見を引き

出すことについては既に多くの作品で触れた．重

複を避けるために，これらの詳細については述べ

ないが，統計的データ解析ではあくまでデータが

主役であり，臨場感のある生きたデータの解析を

行わない限り，解析者（統計家）の腕は磨かれな

いと思っている． 
医薬品は人間に直接に関与するため，その研

究・開発・製造・評価で派生する統計的な諸問題

は相当の数にのぼる．とくに，実験研究のあり方

を統計的に洗い直すことはこれらの問題の解決の

過程として重要である． 
（ごとう・まさし，日本行動計量学会名誉会員） 

 

後藤 昌司（ごとう・まさし） 
1965年塩野義製薬（株）入社，1980

年より解析センター長，1995年よ

り大阪大学教授（基礎工学部），

1996年より大学院基礎工学研究

科，2004年大阪大学退職，2004

年より特定非営利活動法人・医学

統計研究会・理事長，2012年㈱ベル・メディカルソリューシ

ョンズ顧問．2002年（NPO）日本がん臨床試験推進機構

（JACRO）諮問委員会委員，2003年先端医療振興財団・臨床

研究情報センター倫理委員会委員，2004年大阪大学医学部附

属病院・未来医療臨床研究審査・評価委員会委員，2005年大

阪大学医学部附属病院・ヒト幹細胞臨床研究審査委員会委員． 

 

 

学会役員等の変更について 
以下のように学会役員等の変更がありました． 
 

・理事 

豊田 秀樹（退任） 

・和文誌編集委員会委員 

竹村 和久（就任）   

吉野 諒三（就任） 
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・学会賞選考委員会 

・選考委員長 村上 征勝（退任） 

・選考委員長 吉野 諒三（就任） 

・事務局（担当理事） 今泉 忠（退任） 

【学会選出による関連団体等の委員】 

・統計関連学会連合 

・統計教育推進委員会委員 植野 真臣（就任） 

・教材開発委員会委員 松本 渉（就任） 

・連合大会プログラム委員会委員 

若山 大樹（就任・継続） 

斎藤 朗宏（就任・新規） 

・連合大会運営委員会委員 

山田 剛史（就任・継続） 

宮崎 慧（就任・新規） 

・統計教育大学間連携ネットワーク 

・質保証委員会委員 植野 真臣（就任） 

・カリキュラム策定委員会委員 松本 渉（就任） 

 

 

第二回印東太郎賞授与について 
 前号の会報でご報告させていただきましたが，

本学会員の名古屋大学大学院星野崇宏氏に第二回

印東太郎賞が授与されました．前号での予告通り，

星野会員からの受賞の言葉を掲載いたします． 
 
印東太郎賞 

故印東太郎慶應義塾大学名誉教授・カリフォルニア大

学名誉教授の業績を記念して2010年に設立されまし

た．生前に関係の深かった日本色彩学会，日本基礎心

理学会，日本行動計量学会，日本認知心理学会からの

推薦を受けて，選考委員会が授賞者を決定します． 
 

 

第二回印東太郎賞を受賞して 
 名古屋大学 星野崇宏 

印東太郎先生に直接お目にかかったのは，統計

数理研究所で行われた講演を拝聴させて頂いた一

回だけですが，当時78歳とは思えない，知的にア

クティブなご様子を拝見した際には，研究者の理

想の姿を見た思いがしました． 

印東先生と同じく，というとあまりにおこがま

しいことですが，私の主たる研究手法も数理です

ので，日本でしかできないとか出版できないとい

うことは本来ありません．しかしここ数年の自分

を振り返るに，やはり海外誌に挑戦することは大

変な労力である上に，研究は国内誌に時々出す程

度であっても海外の文献を要約したものを効率的

に多数出版した者であれば「当該分野の権威」と

してしまう日本の学界の風潮もあることから，次

第に安易な方向に流れつつあったと思います．最

近１年半海外で研究させて頂いたうえ，更に今回

の賞を頂いた機会に改めて印東先生の国際的な業

績の数々を拝見したことによって，院生のころ目

指していた研究者の理想像を思い出し，再び心が

奮い立ちました． 

行動計量学誌において印東先生は「日本でも海

外でも（中略）方法の改良だけに努力を集中し，

その適用により有意義な情報を得ることにはあま

り興味を示さない傾向が見受けられる」「強力な望

遠鏡は何台か完成しているのに，実際にはそれを

天体に向ける観察者が少ない」といった意見を表

明されています（印東『行動計量学』1995）が，

数理心理はもちろん視覚心理やテストなどの諸問

題にも精力的に取り組まれた印東先生のこのお言

葉は，単にバズワードに踊らされた安易な応用研

究などを促すものでは無いはずです．むしろ印東

先生が行われていた，一度深く潜ることでこそよ

り遠くに到達しえるような，理論的でありながら

現実に適合しえるような骨太の研究の重要性を指

摘されているのであり，複合的な諸問題を抱える

今の日本においてこそ，印東先生のような研究ス

タイルが改めて必要とされていると痛感していま

す． 

このたびは日本行動計量学会からのご推薦を

頂き，栄えある印東太郎賞を賜りましたことを心

より感謝申し上げますとともに，日本が誇る知の

巨人の足跡に改めて触れる機会を設けて頂きまし

たことを御礼申し上げます． 

星野 崇宏（ほしの・たかひろ） 
名古屋大学大学院経済学研究科

准教授 

東京大学大学院総合文化研究科博士

課程修了．博士（学術）・博士（経済

学）．統計数理研究所助手・東京大学

教養学部専任講師を経て，2008年4月
より現職．2009年より当学会理事．今期は英文誌副編集委員

長・広報委員会委員・刊行物委員会委員を担当．  
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日本行動計量学会の未来に向けて 

－更なる発展を目指して－ 

日本行動計量学会理事長 岡太 彬訓 

  

「行動計量学」39巻2号についての昨年来の問

題は，昨年9月の総会でご報告し，また，本会報

に掲載された林編集委員長の記事に詳らかに記さ

れておりますような経過を経て，自主的な修正の

「行動計量学」への投稿を期待することとなりま

した．また，この問題は，記事にも言及されてい

るように，「行動計量学」あるいは日本行動計量学

会の活動について，さまざま意味で考える機会を

与える結果となりました．「行動計量学」の特集の

あり方や査読手続きを含む編集過程もその一つで

あります．これまで研究者の常識あるいは良識に

基づいた慣習に則った編集の進め方が曲がり角を

迎えているのではないかと思う次第です．これは，

「行動計量学」の編集だけに限ったものではなく，

日本行動計量学会の活動やそれを支える運営全般

にあてはまるものだと考えます．これを契機に，

従来からの融通性のある運営の良い面を残して自

由闊達な雰囲気を保ちつつ，不備な点を現在や将

来の状況に対応できるように学会を変革していく

ことが必要だと思います．その際にも，研究者と

しての常識や良識が核心になることは言うまでも

ありません．これらの変革が，「行動計量学」と

「Bahaviormetrika」がそれぞれの役割を十分に

果たし，また，学会活動が一層活発となり，行動

計量学の一層の発展につながるものと考えます．

会員の皆様のご理解とご協力を心よりお願いいた

します． 
 
 

和文誌「行動計量学」39巻2号「特集号」
の扱いについての審議経過報告及び和文
誌編集委員会の方針 

編集委員長兼和文誌編集委員長 林 文 
 

 豊田・前和文誌編集委員長によって企画された

特集号について，そのうち1編が昨年度の編集委

員会で不採択決定されたものであると，昨年度の

和文誌編集委員会から指摘があり，またその他の

論文についても査読手続きについての疑問が一部

会員から寄せられた．これらは，重大な問題とし

て，編集委員会および理事会で論議することとな

った．その結果，特集論文という区分の査読ルー

ルが明文化されていないことを理由に，和文誌編

集委員会での審議なしに編集され，一部の論文の

共著者でもある豊田・前和文誌編集委員長の採択

決定で刊行されたことが判明した．前和文誌編集

委員長は刊行時期を遅らせないための「特集」の

前例に従った正当な編集と主張される一方で，辞

任を申し出られた． 
特集論文の査読過程に関して編集委員長の林

を中心に調査検討を行った結果，査読はそれぞれ

1名のみで，著者と同じ研究室関係者に依頼して

いたことが判明した．編集委員長の林としては，

査読の追加により論文の正当性が示せる可能性を

考え，刊行し直しを理事会に提案した．理事会で

の審議の結果，刊行済みの39巻2号を刊行し直

すことはしないこととなった．しかし個別の論文

の査読過程検証とその対応の検討が編集委員会に

求められ，査読過程の検証とともに改めて確認的

査読を行い，和文誌編集委員会を招集して検討し

た．その結果も踏まえて理事会で論議した結果，

39巻2号の各論文は特集論文として有効とする

ことが承認された． 
なお，和文誌編集委員会では，これらの論文は

不十分なところが指摘されるものがあるものの，

若い研究者の意欲的な論文であり，個別に世に出

す意味があると評価し，指摘箇所に対する修正等，

著者による自主的な和文誌への投稿を期待するこ

ととした．また，採否評価が問題となった1論文

があったが，これについても査読者と著者間の論

争で終わらせるよりも，むしろ多くの方々が問題

を共有して建設的に論じていく方がよかろうとい

う判断に達した．また，「特集」については，投稿

規定に論文区分として示されていないが，査読が

特別扱いされるものではなく，一般論文と同じ査

読ルールに従うことを確認した．これによって単

に厳密化を図るのではなく，「行動計量学」が意欲

的な論議の場として質を保つべく，今後の編集に

あたっていくことを目指している．
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皆様からのこれに関連する意見のご投稿があ

れば編集委員会で検討し，次号以降の和文誌で掲

載することも考えたい． 
なお，欧文誌「Behaviormetrika」は，全ての

論文の査読が厳密に行われており，国内外で確実

に査読付き雑誌としての評価を得ていることを補

足しておく． 
 
 

運営委員会より 

運営委員会委員長 大森 拓哉（多摩大学） 
 

平成25年度研究部会の追加募集のご案内 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．来年度の募集は1月31日で締め切

りましたが，応募枠に余裕がありますので追加募

集を行います．研究部会には，一定地域での研究

推進活動や研究普及活動を主な目的とする地域

部会，および，オリジナリティーに富んだ研究成

果を挙げることを目的とする研究グループがあ

ります．活動経費は，地域部会については1部会

上限5万円程度，研究グループは1部会5万円（採

択件数は優れた研究計画若干）です．地域部会に

ついては，都心部から東京近郊までを主たる活動

地域とする部会を考えておりません．平成25年

度の研究部会の募集を下記要領で行います．なお，

採否の審査結果は，4月初旬にお知らせする予定

です． 
 

○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

下さい．）： 
(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定

者（会員・非会員別），助成希望金額，活動予

定（この順序で書くこと） 
(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加

予定者（会員・非会員別），研究計画，活動予

定（この順序で書くこと） 
○応募締切：平成25年3月23日（土）必着 

○送付先（問合せ先）： 
日本行動計量学会運営員会委員長 大森拓哉 
ohmori@tama.ac.jp 
なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 
http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 

をご参照下さい． 
 
第15回春の合宿セミナー開催のお知らせ 

日時：平成25年3月29日(金)～30日(土) 
場所：東海大学高輪キャンパス(東京都港区) 
コーディネーター：山本義郎（東海大学）， 

大森拓哉（多摩大学） 
 

内容・スケジュール： 
・第1 日目(3 月29日) 

9：45～10：0 0 「開会・オリエンテーション」 
10：00～12：00 「全体講義」 
・テスト得点の統計分析2題 
  岩崎学先生（成蹊大学） 
13：30～15：00，15：30～17：00 
「コース別講義」 
・コースA 統計的因果推論入門 

   黒木学先生（統計数理研究所） 
・コースB R入門 
横山暁先生（帝京大学） 

・第2 日目(3 月30 日) 
10：00～12：00，13：30～15：00， 
15：30～17：00 
「コース別講義」 
・コースC 統計学のFAQ 
青木繁伸先生（群馬大学） 

・コースD QGISを利用した地理情報デー

タの視覚化 
藤野友和先生（福岡女子大学）・ 
久保田貴文先生（統計数理研究所） 

・コースE 仮説検定の限界を乗り越えるた

めのベイズ統計学 
岡田謙介先生（専修大学） 

＊1日目講義終了後に．簡単な懇親会を開く予

定です． 
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・参加費 

参加費 
学生 

(会員) 
学生 

(非会員) 
一般 

(会員) 
一般 

(非会員)
事前 
振込み 

3,000円 4,000円 5,000円 8,000円

当日 
支払い 

4,000円 5,000円 6,000円 9,000円

・お振込先（以下のいずれかにお願いします） 
・ゆうちょ銀行振替口座（郵便局） 
口座番号: 00130-0-663894 
加入者名: 日本行動計量学会運営委員会（ニ

ホンコウドウケイリョウガッカイウンエイイ

インカイ） 
・三菱東京UFJ銀行（金融機関コード: 0005） 
渋谷支店（店番: 135） 
口座番号: 0283605 
名義: 日本行動計量学会 運営委員会 会計 
橋本 貴充（ニホンコウドウケイリョウガッカ

イ ウンエイイインカイ ハシモト タカミツ） 
（三菱東京UFJ銀行にお振込みの際には振

込人名の最初にお名前をお書き下さい．所属

機関等を入れる場合にはお名前の後に入力し

て下さい．） 
 

・お申し込みやセミナーの詳細につきましては下

記のWeb サイトをご参照下さい． 
http://faculty.tama.ac.jp/ohmori/BSJ-SS2013/ 
また，FAX，はがき等でも参加の申し込みを受

けつけています． 
 

・連絡先・申し込み先等 
実行委員会事務局 
〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1 
多摩大学 経営情報学部 大森研究室内 
日本行動計量学会第15回春の合宿セミナー 
実行委員会事務局 大森拓哉 
TEL： 042-337-7143 
FAX：042-337-7103 
E-mail：ohmori@tama.ac.jp 

事務局より 

事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 
 

マイページの会員情報検索機能開始のお知らせ 

日頃は当学会の活動にご協力を賜り，誠にあり

がとうございます． 
さて，先般よりご案内しておりましたマイペー

ジの会員情報検索機能が，いよいよ開始の運びと

なりましたのでお知らせいたします． 
この検索機能は，会員の皆様のみが利用できる

WEB名簿の役割を持っております． 
会員名簿につきましては，今後は基本的に

WEB 名簿での運用となりますので，ご了承のほ

どよろしくお願いいたします． 
 
＜ご利用方法＞ 
マイページにログイン後，「会員名簿の検索」

の「画面へ」をクリックして下さい． 
全会員を確認したい場合は「全会員表示」をク

リックして下さい． 
また，その下の「2012年度会員名簿」をクリッ

クすると，紙媒体の名簿のPDFが閲覧できます．

但しこちらは2012年度10月15日現在で，情報

が最新ではございませんので，最新の情報は必ず

WEBの情報をご確認下さい． 
条件で抽出をしたい場合は，条件を入力，ある

いは条件を選択して「検索」をクリックして下さ

い． 
いずれも公開を可にしている項目が表示され

ます．また，公開不可の項目は検索されません． 
 
マイページについてご不明な点は下記までお

問い合わせ下さい． 
＜連絡先＞ 
日本行動計量学会 会員業務担当  岸 里絵子 
Mail：bsj-post@bunken.co.jp 
TEL：03-5389-6209 
FAX：03-3368-2822
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横断型基幹科学技術研究団体連合 

（横幹連合）より 
横断型基幹科学技術研究団体連合（横幹連合） 

担当理事 今泉 忠(多摩大学) 

 

第 37 回横幹技術フォーラムを下記の日程にて

開催いたします． 皆様のご参加をお待ち申し上げ

ております．  
日 時：2013年3月12日（火）13：00～17：00 
会 場： 日本大学 経済学部 7号館 2階講堂 
最寄駅：JR水道橋駅  
主 催： 横幹技術協議会，横幹連合  
 
参加費： 横幹技術協議会会員企業の関係者，横幹

連合会員学会の正会員，学生は参加無料．  
当日資料代：1,000円（希望者のみ）  
【上記以外】一般2,000円（資料代込）  
 
参加申込：【事前登録】オンライン申込  
http://www.trasti.jp/forum/forum37_kyg.html 
 
【テーマ】「未来学」の過去・現在・未来  
【企画趣旨】  
今から半世紀前の 1960 年代後半，日本には夢

と希望が満ち溢れていた．大阪万博に象徴される

ように，誰もが未来を語り，「未来学」や「未来予

測」が社会現象となった．  
あれから50年，21世紀初頭の日本がめざすべ

き「未来」が見えていない．もはや米国が万能教

師である時代は終わり，中国やインドなどとも異

なる未来社会モデルを，日本自身が創りだす時で

ある．  
1968 年の設立当初から学際的な志向をしてき

た日本未来学会の歩みと「未来学の今日的意義」

を明らかにした上で，確実なひとつの未来として

の「人口減少＆少子高齢社会」をどうとらえ，如

何に対処すべきかについての未来学的アプローチ

手法を紹介する．  
 プログラム（講演要旨等）及び参加申込は下記 

http://www.trasti.jp/forum/forum37_kyg.html  
からどうぞよろしくお願い申し上げます． 

社会調査協会からのお知らせ 

社会調査協会理事長 飽戸 弘 
 

 社会調査協会の近況について，日本行動計量学

会に関連のあるニュースを抜粋して，お知らせい

たします． 
 
1．専門社会調査士8条規定について 
「専門社会調査士8条規定」については，2012

年5月12日の社会調査協会理事会において検討さ

れ，同規定へのニーズが未だに継続していること

などから，期限の延長について提案があり，3年
間（2017年まで）延長することが決定されました． 
 
 
2．機関誌『社会と調査』投稿規定について 

2012年11月の社会調査協会理事会で，機関誌

『社会と調査』投稿既定の若干の変更が行われま

した．これまで日本社会学会・日本教育社会学会・

日本行動計量学会の会員であれば，社会調査士・

専門社会調査士の資格を有しなくても投稿可能で

した．しかし，これが改められ，投稿資格者は本

協会の会員（正会員・準会員・教育組織会員），お

よび社会調査士・専門調査士資格取得者となりま

した．なお，「教育組織会員」としての投稿資格は，

当該教育組織に所属するすべての教員と大学院

生・研究生等に認めらます．この制度改正に伴う

暫定措置として2014年2月末日までは日本社会学

会・日本教育社会学会・日本行動計量学会の会員

であれば投稿可能です．改正の詳細は，協会のホ

ームページをご覧下さい． 
 
 
3．シンポジウム等の開催について 
日時：2013年11月17日（日）10：00～20：00 
場所：如水会館 
＊第13回理事会，表彰式，連絡責任者会議等も同

日に開催されます． 
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日本行動計量学会第41回大会 

のお知らせ 

 
大会実行委員長       
菊地賢一（東邦大学理学部） 

 
日程：2013年9月3日（火）～6日（金） 
場所：東邦大学習志野キャンパス 

（千葉県船橋市三山2-2-1） 
URL：http://bsj.wdc-jp.com/2013/ 
大会実行委員長：菊地賢一（東邦大学理学部） 
 
 
各種日程： 
3月 1日：特別セッションの企画募集開始 
4月 1日：一般研究発表・事前参加申し込みなど

各種申込開始 
4月30日：特別セッションの企画募集締切 
6月 7日： 一般研究発表申込締切 
6月21日： 抄録原稿提出締切 
8月16日：事前参加申込・参加費入金締切 
 
 

12 月号の会報でもお知らせいたしまたが，第

41回大会を，上記の日程で開催いたします．各種

日程も決定しました． 
特別セッションの企画，一般研究発表，参加申

し込みなどは，すべて大会Webサイト（http://bsj. 
wdc-jp.com/2013/）を通じて行っていただく予定

です．詳細のご案内，参加費などは，大会 Web
サイトをご覧下さい．今後，随時，会員向けメー

リングリストで，ご案内を差し上げたいと思いま

す． 
また，大会初日には，例年通り，大会チュート

リアルセミナーを開催する予定です．まだ，テー

マは未定ですが，決定次第，会員向けメーリング

リストや大会Webサイトでご案内いたします． 
会場の東邦大学習志野キャンパスは，住所は船

橋市ですが，習志野市との境界に位置しておりま

して，習志野市と言った方が良い場所です．JR
総武線津田沼駅からバスで 10～15 分，京成本線

京成大久保駅から徒歩で 10～15 分の立地です．

都心に宿泊してのご参加も，十分可能です．通勤

ラッシュとは逆方向になりますので，お気軽にご

参加いただけると思います． 
本大会が有意義な会となるよう実行委員一同

最善を尽くし，皆様をお待ちしております．どう

ぞ，よろしくお願い申し上げます． 
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2013年度統計関連学会連合大会のお知らせ 

（第一報）― 企画セッションの公募 ― 

運営委員会委員長 佐藤美佳（筑波大学）    
実行委員会委員長 大屋幸輔（大阪大学）    
プログラム委員会委員長 栗原考次（岡山大学） 

 
1．2013年度統計関連学会連合大会について 
 2013年度統計関連学会連合大会は，応用統計学会，

日本計算機統計学会，日本計量生物学会，日本行動

計量学会，日本統計学会，日本分類学会の共催によ

り，2013年9月8日（日）から11日（水）まで大阪大

学豊中キャンパス（http://www.osaka-u.ac.jp/ja/ 
access/toyonaka.html）で開催いたします．初日の9
月8日は市民講演会およびチュートリアルセッショ

ン，9月9日から11日までは企画セッションなどの一

般講演に加えコンペティションやソフトウェアセッ

ションなどを予定しています．  
 
2．企画セッションの公募 
 統計関連学会連合大会プログラム委員会は，市民

講演会，チュートリアルセッション，企画セッショ

ン，コンペティションセッション，ソフトウェアセ

ッション等を担当しております．統計関連学会会員

の皆様でご意見やご提案をお持ちの方は是非お知ら

せ下さい．  
 また，企画セッションに関しましては，今回もこ

れまでどおり公募いたします．広い意味で統計学の

発展への寄与，統計学の社会的使命に関わる企画の

ご提案を歓迎いたします．なお，応募が多数の場合

にはプログラム委員会で調整させていただくことも

ありますのでご了承下さい． 
 企画セッションの申込みに際しては，セッション

のテーマとねらい，オーガナイザーの氏名・所属・

連絡先，予定講演者と演題名をメールにてお知らせ

下さい．企画セッション1件あたりの時間は120分を

予定しております．講演件数・講演方法などは，こ

の時間の範囲で自由に設定いただけます． 
企画セッション応募締切り：2013年3月5日(火) 
企画セッション応募先：kikaku2013@jfssa.jp 
担当責任者 冨田 誠（東京医科歯科大学） 
 
3．その他の準備状況のご報告 
3.1 コンペティションについて 
 「コンペティション講演」に関わる事項はつぎの

通りです．コンペティション講演は，研究内容とプ

レゼンテーションの能力を競う企画です．参加資格

は2013年4月1日時点で満30歳未満の若手研究者で

す．所属や資格（大学院生，教員，社会人）は問い

ません．連名講演の場合，コンペティション対象者

は実際に口頭発表する方です．なお，研究報告の申

し込み時点でコンペティション対象者は，共催６学

会のいずれかの会員でなければなりません．ただし，

申し込みと同時に入会手続きをする方も含みます．

また，事前審査は行ないません．申し込んだ有資格

者全員がコンペティションに参加して頂けます．審

査は，報告集の内容と当日の口頭発表に対して，各

学会から選出された審査員による総合的な評価で行

います． 
 
3.2 チュートリアルセッション，市民講演会，ソフ

トウェアセッションについて 
 9月8日に以下のようなチュートリアルセッション

および市民講演会を開催予定です．多くの市民や研

究者の方々にとって有益な内容ですので皆様の参加

をお待ちしています． 
＜チュートリアルセッション＞ 
テーマ１：統計的グラフィカルモデルの展開  
講  師：原 尚幸（新潟大学） 
テーマ２：ビッグデータと統計解析 
講  師：水田正弘（北海道大学）， 

南 弘征（北海道大学） 
＜市民講演会＞ 
テーマ１：保健統計データの見方－長寿で健康な社

会をめざす統計－ 
講  師：村上義孝（滋賀医科大学） 
テーマ２：統計教育充実化に向けた大学間連携事業

に期待されること (仮題) 
講  師：依頼中 
 
3.3 一般講演申込，報告集原稿提出，事前参加申込

について 
 一般講演や参加の事前申込み，報告集原稿提出は

ホームページ上で行います．一般講演申込の締め切

りを5月下旬（予定）とし，それ以降，報告集原稿提

出および参加事前申込の締め切りを設定いたします．

確定した期日や具体的な企画は，2013年4月下旬ご

ろの第二報でお知らせいたします．
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【シリーズ海外レポート②】  

URS10 に参加して 

阿部貴人（統計数理研究所調査科学研究センター） 

 

1. 大会概要 
 2012年8月18日～20日の日程で，オランダ・ユ

トレヒト大学において10回目を迎えたUrban 
Language Seminar（以下，ULS）が開催された．

ユトレヒト大学は1636年に設立され，オランダで

はライデン大学につぐ歴史を持っている．オラン

ダ北部では最大規模の大学で，約３万人の学生が

学んでいる． 
 

 
上：ユトレヒト大学・本部 

 
 今回はユトレヒト郊外のホテルを研究会場とし

た．美しい運河，水辺のカフェやレストランなど，

日本人のイメージする“オランダらしい”雰囲気

の中での大会だった． 
 

 
上：会場付近の運河 

ULSはヨーロッパや中国の言語研究者によっ

て発足した学会であり，言語計画，地域のことば

（いわゆる方言），ことばと都市化の関係，言語習

得など，対象とするテーマは多岐にわたり，毎回，

研究発表の内容も多彩なものとなる． 
これまでの大会ではヨーロッパや中国の研究

者を中心として比較的少人数で開催されてきた

（毎回，参加者の上限を設定している）．今回の大

会も国際学会としてはかなり小規模で，基調講演

２本，研究発表20本，ポスター発表11本であった．

ただし，今回の大会は日本からの参加者が多かっ

たという特徴があった（表1参照）．最終日には今

後の研究計画・視点についてのディスカッション

なども行われ，連日，活発な議論が交わされた． 
 
2. 基調講演・研究発表・ポスター発表 
 大会では初日・２日目にそれぞれ１本の基調講

演が行われた．まず，Benjamin Tsou教授（香港

教育学院）による“Aspects of Incipient and 
Residual Bilingualism in the Urban Setting”で

ある．世界では単一言語社会は極めて珍しく，多

くの国・地域で多言語による言語生活が営まれて

いる．人々はことばを使い分けるという行為（ガ

イリンガリズム）を行っているわけである．その

様相は複雑で，国・地域によって様々な事情が絡

んでくる．一見，それぞれの国・地域における状

況は個別的でまとまりがないようにも見える．し

かし，各国・地域の状況報告から，共通・相違す

る部分を捉えて，言語選択に潜むメカニズムを探

ることの重要性が主張された． 
次に，Marie Maegaard教授（コペンハーゲン

大学）による“Change in Language: Use, 
Structure and Ideology”である．ことばは常に

変化するものである．その変化は決して個別・特

殊な変化ではなく，一定のルールに従って，一定

のプロセスに沿っている．ただし，そのメカニズ

ムのすべてが解明されるほどに研究が進んでいる

とは言い難く，今後も言語に関する様々な事象の

報告を積み重ねることが必要である．また，言語

は人間が使用するものであるから，そこには人間

の「考え方」が反映される．言語の変化と人間の
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「考え方」との関連について，実例による示唆的

な講演であった． 
 研究発表は，ヨーロッパ各国，中国，台湾，韓

国，日本など，実に様々な国・地域の言語事情に

合わせて，多彩な発表が行われた．その中で，や

や手前味噌になるのだが，筆者が発表当時に所属

していた国立国語研究所の調査研究に関する発表

が3件あった．研究所の設立当時から半世紀以上

にわたって，住民基本台帳によるランダムサンプ

リング調査と，一度ランダムサンプリング調査に

ご協力くださった調査協力者に再度調査するパネ

ル調査を組み合わせて実施してきた「鶴岡調査」

と「岡崎調査」である．前者は方言と共通語の関

係をテーマとし，後者は敬語をテーマとしている． 
半世紀以上にわたる大規模な言語変化研究は

世界でも珍しく，ヨーロッパや中国大陸を中心と

する言語研究者にも，それなりのインパクトを与

えたのではないかと思う．日本は単一言語社会だ

と考えられがちであり，社会的な要素が関係する

言語事象も特殊であると思われがちである．しか

しながら，日本から世界に発信していくことので

きる／知見を提供できる研究成果があることを，

改めて実感する大会となった． 
なお，第11回のULSは，2013年8月，広島県で

開催される予定である． 
 
 

阿部 貴人（あべ・たかひと） 
統計数理研究所調査科学研究

センター客員准教授 

大阪大学大学院文学研究科博士後

期課程単位取得退学．修士（文学）．

国立国語研究所プロジェクト特別

研究員を経て，2012年11月より現職．

2012年より当学会広報委員． 

 
 
 
 
 
 

表1．日本人参加者による研究発表・ポスター発

表一覧（プログラムより抜粋・プログラム順） 
タイトル 発表者 

Design and 
Administration of the 
Fourth Survey of 
language 
Standardization in 
Tsuruoka, Japan 

Takahito Abe 
Takashi Nakamura
Tadahiko Maeda 
Masato Yoneda 
Shoichi Yokoyama 

The Synchrony and 
Diachrony of the 
Japanese Honorifics 
within a Speech 
Community 

Kenjiro Matsuda 

Integrated Analysis of 
Linguistic Data Using 
WebGIS: A Pilot 
Study on Japanese 
Accents 

Naoki Hayashi  
Yukari Tanaka 

A Study on Clinical 
Regional Dialectology 

Kenji Tomosada 

Effects of Hometown 
and Age on the 
Membership to Types 
of Dialects Usage in 
Japanese 

Yukari Tanaka  
Tadahiko Maeda 

Chinese “Language 
Resources" Under 
Urbanization: A Study 
of Chinese Primary 
School Textbooks 

Kawasaki Miyuki 

Analysis of Language 
Standardization in 
Tsuruoka, Japan, 
Using Nakamura’s 
Bayesian 
Age-Period-Cohort 

Takashi Nakamura
Takahito Abe 
Tadahiko Maeda 
Masato Yoneda  
Shoichi Yokoyama 

Should One Speak 
"Normative Japanese" 
in TV? 

Takehiro Shioda 
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2012年度日本行動計量学会総会議事録 
 
日時：2012年9月15日13時～13時40分 
場所：新潟県立大学1号館1313教室 
 
1．開会の辞 
 菊地事務局長より，開会の挨拶があった． 
 
2．大会開催校代表挨拶 
 新潟県立大学の猪口学長より，ご挨拶をいただ

いた． 
 
3．学会挨拶 
 岡太理事長より，新任の挨拶があった． 
 
4．議長選出 
 新潟県立大学の福嶋秩子会員が選出された． 
 
5．報告及び議事 
（1）平成23年度事業報告及び決算報告 
 菊地事務局長より，資料 1，2 にもとづき，平

成 23 年度事業報告及び決算報告が行われた．続

いて，渡部監事より，事業報告及び決算報告につ

いて 6 月 10 日に監査を行い，事実に相違ないこ

とが報告された後，承認された． 
（2）平成24年度事業計画及び予算案 
 菊地事務局長より，資料 3，4 にもとづき，平

成 24 年度事業計画及び予算案の説明があった． 

新委員長のうち，林編集委員長，松本広報委員長，

吉野組織検討委員長，山岡刊行物委員長の自己紹

介があった． 
 林編集委員長から，9月に発刊された和文誌39
巻2号に関して査読過程を含む編集過程を確認中

であり，結果によっては廃号もありうること，豊

田和文誌編集委員長が辞意を表明していることが

報告された． 
以上の報告を経て，平成 24 年度事業計画及び

予算案が承認された． 

（3）名誉会員推薦 
 足立名誉会員担当理事より，名誉会員として，

後藤昌司会員，宮原英夫会員が推薦され，承認さ

れた． 
 
6．学会賞授与 
村上学会賞選考委員長より，選考の経緯，及び

学会賞受賞者とその受賞理由の報告があった．功

績賞を飽戸弘会員，優秀賞を荘島宏二郎会員，奨

励賞を岡本卓也会員，佐部利真吾会員，出版賞を

黒木学会員，西里静彦会員に授与する発表があり，

賞状が授与された． 
 
7．次期大会開催校代表挨拶 
菊地実行委員長より，第 41 回大会は，9 月 3

日～6 日の日程で，東邦大学習志野キャンパスで

開催される予定であるとの報告があった． 
 
8．大会実行委員会 
佐々木大会実行副委員長より，挨拶があった． 

 
9．閉会の辞 
菊地事務局長より，閉会の挨拶があった． 
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理事会議事録 
 

2012年度日本行動計量学会第3回理事会議事録 

日時：2012年9 月14日（金）18：45～21：40 
場所：JA 新潟市出雲の間 
議事進行 菊地賢一事務局長 
出席者 飽戸弘，麻生英樹，足立浩平，今泉忠，植

野真臣，岡太彬訓，菊地賢一，椎名久美子（書記），

鈴木督久，竹村和久，鄭躍軍，中山厚穂，林文，

松本渉，森裕一，山岡和枝，吉野諒三，渡辺美智

子 
陪席者 福嶋秩子（第40回大会実行委員） 
 
資料 
1． 2012年度第2回理事会議事録案 
2． 総会次第 
3．平成23年度事業報告 
4．平成23年度決算 
5．平成24年度事業計画（案） 
6．平成25年度予算（案） 
7．名誉会員推薦 
8．欧文誌編集委員会からのご報告 
9．和文誌編集委員会からのご報告 
10．第 39 巻 2 号特集号の査読過程についての問

題点 
 
議事 
1．2012年度第2 回理事会議事録案確認および承

認 
菊地事務局長より，資料 1 にもとづき，2012

年度第2回理事会議事録案が示され，承認された． 
 
2．第40 回大会 
福嶋実行委員より，現段階での大会参加者数

（事前申込 211 名，当日申込約 80 名）などにつ

いて報告があった． 
 
3．和文誌第39巻2号についての審議 
林編集委員長と植野理事より，資料 10 にもと

づいて和文誌第 39 巻 2 号についての問題点が報

告された． 
9 月 14 日昼に開催された編集委員会の時点で

は第 39 巻 2 号の出版をこのまま承認するかどう

かの判断材料が不足していたため，査読過程を含

む編集過程を検証するための資料を林編集委員長

に提出するよう，林編集委員長が豊田和文誌編集

委員長に再度要請することとした．しかし，編集

委員会終了後の要請も拒否されたことが，林委員

長より報告された．また，編集委員会において豊

田委員長が辞任の意志を示したことが，林委員長

より報告された． 
審議の結果，理事会として異常事態と判断し，

このまま放置すれば学会としての信頼を失う懸念

があるため，早急に対応することにした．具体的

には，以下のように対処することにした． 
・査読過程を含む編集過程に関するすべての資料

を 9 月 21 日までに林委員長に提出するよう，再

度林委員長から豊田和文誌編集委員長に求める．

期限までに資料の提供がない場合は廃号とする．

この件に関して早急に次回理事会を開催する可能

性もある． 
・問題となっているのは査読過程を含む編集過程

であり，著者には落ち度がないことを確認し，著

者に対してはお詫びの意を表する． 
・当該号の全論文の筆頭著者に対して，査読過程

を含む編集過程の確認が不十分な点があり廃号の

可能性もあるため，引用や業績の申告に当該論文

を用いるのを保留にするよう，林委員長から筆頭

著者に連絡する．また，仮に廃号になった場合，

著者が希望すれば再査読を行うことも連絡する． 
・豊田委員長の辞任願については，期限までに資

料が提出されるかどうかによって第 39 巻 2 号の

扱いを決めた後で議論する． 
 
4．総会関係 
菊地事務局長より，資料 2～7 にもとづき，総

会議事進行案について報告があった． 
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5．入退会 
菊地事務局長より，入会者の報告があり，承認

された．また，退会者の報告もあり，一名を除き

退会手続きを進めることとなった． 
 
6．各委員会報告 
・編集委員会 
欧文誌の現在の投稿状況・審査状況（資料 8），

和文誌の現在の投稿状況・審査状況（資料 9）が

報告された． 
・運営委員会 
第 97 回行動計量シンポジウムに関して，講師

への旅費と謝金のために 1 回当たり 10 万円とい

う予算を超過する見込みであり，支出の超過を認

めて欲しい旨，メールで審議されていたが，支出

が妥当なものであり，特に異論も出なかったこと

から，承認された．また，研究部会に関する最新

の状態を確認して，必要に応じて Web を更新す

るよう広報委員会に依頼することになった． 
・広報委員会 
松本委員長より，Webの更新作業が増えたため，

委員を増員する必要があることが説明され，齋藤

朗宏会員を広報委員に追加することが承認された． 
 

7．その他 
・科研費について 
菊地事務局長より，科研費の助成方針の変更に

伴い，計算機統計学会，統計学会，行動計量学会

の3学会が連携して申請する件について，10月9
日の説明会の様子を見た上で検討することが，報

告された． 
・大学間連携共同教育推進事業について 
菊地事務局長より，「データに基づく課題解決

型人材育成に資する統計教育質保証」が採択され

たため，行動計量学会からも委員を出すことにな

るだろうという報告があった． 
・連合大会にむけて 
菊地事務局長より，プログラム委員と運営委員

を出すよう要請が来ている旨，報告があった． 

・マイページについて 
勤務先の入力が必須になっているが，転勤が多

いなどの理由で勤務先を空欄にしている会員もい

るため，そのような場合への対応を検討する必要

があるとの指摘があった． 
・メール審議のやり方について 
メール審議のやり方をきちんと決めておく必

要が指摘された． 
・次回理事会は未定．和文誌第39 号2 巻に関す

る状況によっては早急に次回理事会を開催する可

能性がある． 
 
 
2012年度日本行動計量学会第4回理事会議事録 

日時：2012年10月22日（月）19：15～22：30 
場所：大学入試センター3階視聴覚室 
議事進行 岡太彬訓理事長 
出席者 今泉忠，岩崎学，植野真臣，大森拓哉（書

記），岡太彬訓，菊地賢一，椎名久美子，中山厚穂，

南風原朝和，橋本貴充，林文，松本渉，森裕一，

柳井晴夫，吉野諒三，渡辺美智子，村上隆，渡部

洋 
 
資料 
1．「行動計量学」39巻2号についての御報告 
2．和文誌特集号（39巻2号）についての問題提

起から理事会への報告に至る経緯 
3．編集委員からのご意見 
4．特集号一覧 
5．ご報告を拝読して（その2） 
6．ご報告を拝読して 
7．「行動計量学」第 39 巻 2 号の特集の公刊の経  

緯 
8．退会届・辞任届 
 
議事 
1．行動計量学39巻2号の取り扱いについて 
林編集委員長より，資料 1 に基づき，9 月 14

日に開かれた編集委員会での議論の経緯，9月14
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日理事会での議論の経緯，9月14日理事会以降に

和文誌編集委員長から 39 巻 2 号の編集経過資料

を受け取るまでの経緯，受け取った資料から読み

取れる状況が報告された．さらに，それらの状況

を踏まえた問題点のまとめが報告されると共に，

39巻2号の特集において，査読過程を含む編集過

程が適切に行われたとは認められず，査読付き学

会誌としての信頼を失わないために 39 巻 2 号を

廃号し編集し直して再発行する必要があるという

判断が示された． 
次に，植野理事より，資料2に基づき，今回の

問題の発端の経緯や編集委員会での議論などが説

明された．吉野理事より，巻頭言や他学会での問

題などが，参考例として報告された． 
岡太理事長より，資料5に関連して，今までの

編集体制についての報告があった．また，資料 5
に基づき，植野理事より，39巻2号の論文のうち

過去に不採択と判定されていた論文に関する査読

の状況について報告があった． 
 
これらの報告をもとに 39 巻 2 号への対応につ

いて検討を行った．その際，以下のような意見が

出た． 
・編集し直しは大きな決断であり，39巻2号が過

去の特集号と異なる点を明確に示すことは必要に

なるが，可能か． 
・特集号の扱いや編集手順について明文化されて

いないことが，今回の問題の一因ではないか． 
・和文誌編集委員長が自ら編集担当に任命し，6
編中4編が執筆者として加わっていることには大

きな疑義が生じている． 
・問題となっているのは 39 巻 2 号の査読過程を

含む編集過程であり，収録された論文の著者の意

欲をそがない対応が必要である． 
・掲載論文6編のうち，過去に不採択と判定され

たか，和文誌編集委員長が共著になっているか，

によって扱いを変えるという考え方もあるのでは

ないか． 
・一度発行された 39 巻 2 号を回収して編集し直

して再発行するには，費用が発生するので，会員

への説明が必要になる． 
 
これらの議論を踏まえ，39巻2号の特集号を廃

号し編集し直して再発行する案について決を採っ

た結果，賛成 7 票，反対 8 票，白票 1 票となり，

この提案は否決された． 
岡太理事長より，編集委員会にて引き続き 39

巻2号の各論文の査読過程を含む編集過程につい

て再度詳細な調査を行うこと，それぞれの論文の

扱いについて検討した結果は理事会に報告するこ

とを求めて，理事会で再度審議することが提案さ

れた．この提案は，承認され，その際，論文取り

消しはあり得ること，6 編の論文をすべて同じ扱

いとするのではなく，個々の論文について再検討

することが確認された． 
 
2．入退会 
菊地事務局長より，資料8に基づき，退会の報

告があった．また，豊田理事の辞任届が提出・受

理され，退会日をもって理事の職を辞することと

なった． 
 
3．その他 
岡太理事長より，和文誌編集委員長からの辞任

願いに伴い，受理および新和文誌編集委員長とし

て林文編集委員長の兼任（2012年10月22日付）

が提案され，承認された． 
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関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
（開催日順に掲載） 

 
☆第7回日本統計学会春季集会 

開催日: 2013年3月3日 
開催場所: 学習院大学 西2号館・創立百周年記念

会館 
http://www.jss.gr.jp/ja/convention/spring/07/JSS
spring2013.html 
 
☆日本分類学会 第31回大会 

開催日：2013年3月5日 
開催場所：中央大学後楽園キャンパス 6号館11
階61125号室 
http://www.bunrui.jp/31meeting/index.html 
 
☆第8回日本感性工学会大会春季大会 

開催日：2013年3月6日～7日 
開催場所：北九州国際会議場（福岡県北九州市） 
http://www.jske.org/ 
 
☆第37回横幹技術フォーラム 

日 時： 2013年3月12日13：00～17：00 
会 場： 日本大学 経済学部7号館 2階講堂 
http://www.trasti.jp/forum/forum37_kyg.html 
 
☆ソーシャル・キャピタルワークショップ「社会

関係資本研究の２０年を振り返る」 

日時：2013年3月15日13時～16時 
場所：日本大学法学部10号館 
 
☆第23回日本発達心理学会 

開催日：2013年3月15日～17日 
開催場所：明治学院大学白金キャンパス 
http://www.jsdp.jp/conf2013/ 

☆東洋大学TIEPh公開シンポジウム「妖怪学と環

境問題―「お化け調査」は何を語るか」 

日時：2013年3月16日14時～17時 
会場：東洋大学白山キャンパス6号館 
http://www.toyo.ac.jp/rc/tieph/ 
 

☆第31回社会言語科学会研究大会 

開催日：2013年3月16日～17日 
開催場所：統計数理研究所・国立国語研究所 
http://www.wdc-jp.com/jass/31/ 
 
☆第55回数理社会学会大会 

開催日：2013年3月19日～20日 
開催場所：東北学院大学土樋キャンパス 
http://www.jams-sociology.org/ 
 
☆WAPOR 66th Annual Conference 

開催日：2013年5月14日～16日 
開催場所：Boston University, Boston, 
Massachusetts, USA 
http://wapor.unl.edu/66th-annual-conference/ 
 
☆AAPOR 68th Annual Conference 

開催日：2013年5月16日～19日 
開催場所：Seaport Boston Hotel & Seaport 
World Trade Center, Boston, Massachusetts 
http://www.aapor.org//AM/Template.cfm?Sectio
n=AAPOR_Annual_Conference 
 
☆日本方言研究会第96回研究発表会 

開催日：2013年5月31日 
開催場所：大阪樟蔭女子大学 
http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%C6%F
C%CB%DC%CA%FD%B8%C0%B8%A6%B5%
E6%B2%F1 
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☆2013年度日本計量生物学会年会 

開催日：2013年5月23日～24日 
開催場所：パルセいいざか（福島市飯坂温泉，

http://www.paruse.jp/） 
演題提出締切：2013年3月1日 
http://www.biometrics.gr.jp/ 
 
☆日本語学会2013年度春季大会 

開催日：2013年6月1日～2日 
開催場所：大阪大学 豊中キャンパス 
http://www.jpling.gr.jp/ 
 
☆マーケティング・サイエンス学会第93回研究

大会 

開催日：2013年6月8日～9日 
開催場所：長崎大学 
http://www.jims.gr.jp/index.php 
 
☆日本言語学会第146回大会 

開催日：2013年6月15日～16日 
開催場所：茨城大学 
http://www3.nacos.com/lsj/ 
 
☆第22回日本健康教育学会学術大会 

開催日：2013年6月22日～23日 
開催場所：千葉大学西千葉キャンパス 
演題提出締切：2013年3月17日 
抄録原稿提出締切：2013年4月30日 
http://nkkg22.net/ 
 
☆日本認知心理学会第11回大会 

開催日：2013年6月29日～30日 
開催場所：つくば国際会議場 
演題及び原稿提出締切：2013年4月24日12時 
http://cogpsy.jp/ 
 

☆The 2013 conference of the International 

Federation of Classification Societies 

開催日：2013年7月14日～17日 
開催場所：Tilburg University, The Netherlands 
http://www.tilburguniversity.edu/about-tilburg-
university/schools/socialsciences/departments/
methodology/icfs2013/ 
 

☆The 5th European Survey Research Association 

(ESRA) conference 

開催日：2013年7月15日～19日 
開催場所： Ljubljana, Slovenia 
http://www.europeansurveyresearch.org/confere
nce/ 
 
☆International Conderence of International 

Association of Societies of Design Research 

2013 (IASDR Congress 2013) （第 5 回国際デザ

イン学会連合国際会議) 

開催日：2013年8月26日～30日 
開催場所：芝浦工業大学豊洲キャンパス 
http://www.iasdr2013.jp/ 
 

☆XVIII ISA World Congress of Sociology Facing 

an Unequal World: Challenges for Global 

Sociology 

開催日：2014年7月13日-19日 
開催場所：パシフィコ横浜 
http://www.isa-sociology.org/congress2014/ 
http://wcs2014.drupalgardens.com/ 
 

☆第31回国際心理学会（ICP2016） 

開催日：2016年7月24日～29日 
開催場所：パシフィコ横浜 
抄録提出締切：2014年9月 
http://www.icp2016.jp/ 
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会員の著書等 
 

千野直仁・佐部利

真吾・岡田謙介（共

著）『非対称MDS 
の理論と応用』 

現代数学社, 2012
年4月． 
 
 
 
 
 
 

 
 

柳井晴夫・井部俊

子（編）『看護を測

る―因子分析によ

る質問紙調査の実

際』朝倉書店，

2012年5月． 
 
 
 
 
 
 

 
 

朝野熙彦（著） 

『マーケティン

グ・リサーチ～プ

ロになるための７

つのヒント』講談

社，2012年11月． 
 
 
 
 
 
 

 
奥村太一（著） 

『教育実践データ

の統計分析』共立

出版，2012 年 11
月． 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

中神祥臣・柳井晴

夫（著）『矩形行列

の行列式』丸善出

版，2012年12月． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Takashi Inoguchi 
and Jean Blondel, 
eds., Political 
Parties and 
Democracy: 
Contemporary 
Western Europe 
and Asia. 
Palgrave 
Macmillan, 
December, 2012, 
254pp. 

20



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 136 号                                 2013 年 3 月 1 日 

 

稲葉陽二・ 藤原佳

典 （編著）吉野諒

三・角田弘子・石

田光規・斉藤雅

茂・小林江里香・

近藤克則・埴渕知

哉・藤原佳典・西

真理子・宮田加久

子・柴内康文・田

尾陽一（著）『ソー

シャル・キャピタ

ルで解く社会的孤

立―重層的予防策とソーシャルビジネスへの展望

―』 ミネルヴァ書房，2013年1月． 
 
 
 

学会誌論文投稿先 

  
学会大会で発表された研究などをできるだけ論文

として投稿して下さい．お待ちしております． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 
アカデミーセンター 日本行動計量学会  
林 文 和文誌編集委員長 宛 
E-mail: jbehaviormetrics@gmail.com 
 
欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 
電気通信大学大学院情報システム学研究科 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 
E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 
 
 
既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて

全文公開（無償での公開）しております．電子ア

ーカイブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の

著作権行使（全文電子公開）の同意を論文著者か

ら得る必要があります．1999年の総会以降刊行さ

れた論文については，著作権は日本行動計量学会

に帰属するよう規定が明確に定められましたが，

それ以前に掲載された記事等の著作権は，明確に

定められておりませんでした．電子化し公開する

に当たっては，各論文の著者全員に，本学会への

著作権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお返事

をいただいていない著者の論文は，本来は著者か

らの権利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
 
 
 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2013年2月12日現在) 

正会員       ： 805名 （海外6含む）

準会員       ： 55名  
名誉会員      ： 12名  
賛助会員      ： 22社  
シニア会員     ： 22名  
計         ： 917名  
 
学会誌等寄贈先 ： 

 
8件 
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入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801  
東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 
日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，作業を行

って下さい．なお，会員であることを確認するた

めに会員番号が必要ですので，学会からの送付物

の宛名シールなどを用意して下さい．よろしくお

願いします． 
 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj   
パスワード：1973 

 
マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が出版された本や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，学協会大会，公募・求人情報などについて，

会員の皆様から原稿を募集しております．過去の

会報の形式を参考にして原稿をおまとめいただき，

下記の送付先までお送り下さい．なお，2011年度

から，日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版

賞）」が創設されました．出版賞では，会員の過去

3 年程度に刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない機会であると

思いますので，優れた書籍の推薦や情報の提供な

どをお寄せいただけますようお願いいたします．

なお，会員の方がご自身で出版された著書につい

てご連絡いただく際には，書誌情報とともに（出

版社から入手した）書影をお送り下さいますよう

お願いいたします． 
編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号137号の場合には4月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 
 

会報原稿送付先 

〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1 
首都大学東京都市教養学部経営学系 中山厚穂 
E-mail: atsuho@tmu.ac.jp 
TEL: 042-677-2316 

 
編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました．今後も，これまで

と同様に皆様からのご意見をお伺いしながら，皆

様のお役に立てるような魅力ある充実した会報と

なるように努めていきたいと考えております．ご

意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思われ

る情報などございましたら，ご連絡下さいますよ

うお願い申し上げます． 

（なかやま あつほ，中山 厚穂） 

 

題字：林知己夫 

広報委員会委員長：松本渉 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・ 

江口幸治・木村邦博・城川美佳・鄭躍軍・ 

朴堯星・星野崇宏・山田剛史 

相談役：森裕一 
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